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それ 

にひきかえ 
俺はどうだ. 



二人と 
生きてたら 
どうなつて 


孕い 

もんた•： 
あれから 
もぅ七年 
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. そんな 

事は^ 5 てた 
親に言えば 
いいじやんか…一 





捨て子の 
おまえと正を 
ここまで育て 
たのは誰だと 
思ってやんだ/ 



フン…仕事も 

しな'いくせに 
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私は父さんを 刺し殺してし 

まつたのです— . 

私の恩人を… . 

正の恩人を . 

憎かつたと一一 S えばそれまで 

です . .— 

私はその足でへ卜き 
すべてを打ち明けました。 
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父はのみ馴れぬ一級酒をガブ 
のみしたため、ショックで死 
んでいたのです…：•。私がナ 
ィフで刺す前に……。 

しかし、私に殺意のあつた g 
は変りなく、五力月間少年院 
に入れられました。 

そして今は平凡なサラリ—マ 



正…お前 

^ も sir 

^るぞ / 











